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局
内
入
事
な
ど
を
承
認

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
が
、
去
る
七
月
二

十
日
午
後
一
時
か
ら
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　
矢
萩
事
務
総
長
挨
拶
、
阿
部
理
事
長
三
帰
依

文
唱
和
の
後
、
議
長
に
阿
部
理
事
長
、
議
事
録

署
名
委
貝
に
、
来
馬
規
雄
、
浅
野
秀
慶
の
両
差

を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
事
務
総
局
人
事
異
動
の
承
認

を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
か
ら
説
明
。
事
務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
二
号
「
第
四
回
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
（
W
C
R
P
4
）
に
対
し
、
同
和
問
題
へ
の

取
り
く
み
に
関
す
る
総
括
声
明
発
表
の
承
認
を

求
め
る
件
」

　
担
当
局
部
長
か
ら
説
明
。
第
四
回
世
界
宗
教

者
平
和
会
議
へ
二
仏
か
ら
代
表
を
派
遣
し
、
総

括
声
明
の
発
表
を
行
う
こ
と
を
承
認
。
声
明
文

に
つ
い
て
は
、
事
務
局
案
が
朗
読
さ
れ
た
後
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
理
事
、
同
和
委

嘱
、
事
務
総
局
の
三
者
で
特
別
委
員
会
を
つ
く

り
、
常
務
理
事
会
へ
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
部
落
解
放
同
盟
の
緊
急
質
問

状
に
対
す
る
本
会
の
見
解
表
明
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
部
長
か
ら
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、

第
二
号
議
案
で
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
、
本
会

の
見
解
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
報
告
事
項

①
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
問
題
に
関
す
る
本
会

の
声
明
に
つ
い
て
L

②
「
宗
教
法
人
に
対
す
る
最
近
の
税
務
行
政
と

本
会
の
取
り
く
み
に
つ
い
て
」

③
そ
の
他

　
担
当
局
部
長
か
ら
報
告
。
そ
の
他
で
は
、
第

十
七
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
、
第
十
四
回
世
界

仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

常
務
理
事
会
で
回
答
書

な
ど
二
つ
の
議
案
承
認

　
全
日
本
仏
教
会
の
常
務
理
事
会
が
、
八
月
八

日
午
後
一
時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。

　
矢
萩
事
務
総
長
挨
拶
、
阿
部
理
事
長
三
帰
依

文
唱
和
の
後
、
議
事
録
署
名
委
員
に
貝
山
宣
泰
、

山
本
杉
の
尊
師
を
選
ん
で
議
事
を
開
始
。

　
議
案
第
一
号
「
部
落
解
放
同
盟
よ
り
の
緊
急

質
問
状
に
対
す
る
回
答
書
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
部
長
か
ら
説
明
。
回
答
書
（
別
記
）

に
つ
い
て
は
事
務
局
原
案
を
承
認
。
早
急
に
部

落
解
放
同
盟
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
第
四
回
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
（
W
C
R
P
4
）
に
対
し
、
同
和
問
題
へ
の

取
り
く
み
に
関
す
る
総
括
声
明
発
表
の
承
認
を

求
め
る
件
」

　
担
当
局
部
長
か
ら
説
明
。
声
明
文
の
事
務
局

原
案
を
英
訳
し
て
、
第
四
回
世
界
宗
教
者
平
和

会
議
で
発
表
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　
報
告
事
項

①
W
C
R
P
4
へ
派
遣
さ
れ
る
全
仏
代
表
者
に

つ
い
て

②
第
＋
四
回
W
F
B
大
会
参
加
報
告

　
総
長
、
次
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
　
質
問
状
に
対
す
る
回
答

…
・
空
海
の
『
性
繋
』
に
関
す
藁
賦
質
…

…
問
状
」
　
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
）
に
　
…

…
対
す
る
回
答
　
　
　
　
　
　
…

質
問
項
目
一

　
　
「
旛
陀
羅
」
は
、
梵
語
の
チ
ャ
ン
ダ
：
ラ
（
＄

包
巴
僅
）
の
音
を
移
し
た
も
の
で
、
ヒ
ン
ズ
ー
思

想
に
よ
り
、
イ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
古
代
よ
り

現
代
ま
で
存
在
し
続
け
て
い
る
被
差
別
階
層
、

被
差
別
民
衆
を
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か

、
し
、
こ
れ
は
単
に
イ
ン
ド
の
み
に
お
け
る
問
題

と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
に
は
「
又
雪
泥
羅
、

栴
茶
羅
に
作
り
、
望
薄
、
暴
属
、
堅
甲
、
或
は

瞼
悪
人
、
尼
上
悪
人
、
主
殺
人
、
治
二
人
と
饗

す
。
即
ち
印
度
種
姓
の
一
に
し
て
、
首
陀
羅
の

下
に
位
す
る
最
も
下
賎
な
る
階
級
を
云
ふ
。
増

　
一
阿
含
経
時
十
八
に
『
或
は
一
人
あ
り
卑
賎
の

家
に
生
ず
、
或
は
二
二
羅
種
、
或
は
轍
人
種
、

或
は
工
師
種
な
り
』
と
云
ひ
、
十
三
律
第
九
に

　
『
比
丘
往
い
て
早
言
羅
子
比
丘
に
語
る
、
汝
は

旛
陀
羅
種
な
り
、
出
家
受
戒
を
用
て
せ
ん
や
。

汝
慮
に
人
の
手
足
耳
鼻
を
載
り
て
持
て
木
の
上

．
に
著
く
る
を
學
び
、
死
人
を
櫓
ぎ
出
し
て
焼
く

を
學
ぶ
べ
し
。
是
の
如
き
種
種
の
旛
陀
羅
の
技

術
、
汝
慮
に
學
す
べ
し
ど
言
は
．
・
、
輕
羅
紗
の

故
に
一
一
の
語
は
波
夜
提
な
り
』
と
云
ひ
、
高

信
法
顯
傳
に
『
旛
茶
湯
は
名
づ
け
て
悪
人
と
爲

す
。
人
と
別
居
し
、
若
し
城
市
に
入
ら
ば
則
ち

木
を
撃
ち
て
以
て
自
ら
異
に
す
。
人
則
ち
識
り

て
之
を
避
け
、
相
据
挨
す
る
こ
と
な
し
。
國
中

に
猪
難
を
養
は
ず
、
生
口
を
責
ら
ず
。
市
に
屠

店
及
び
斗
酒
者
な
く
、
軽
易
に
は
則
ち
貝
割
を

用
ふ
。
唯
施
茶
羅
、
漁
猟
師
あ
り
肉
を
責
る
の

み
』
と
云
ひ
、
又
玄
慮
音
義
第
六
に
『
施
陀
羅
。

此
の
言
は
託
な
り
、
正
し
く
は
旛
茶
羅
と
云
ふ
。

此
に
課
し
て
嚴
熾
と
云
ひ
、
又
一
に
主
殺
人
と

云
ふ
。
謂
は
く
、
屠
殺
者
の
種
類
の
総
名
な
り
。

其
の
人
若
し
行
く
に
は
則
ち
鈴
を
揺
り
て
自
ら

標
し
、
或
は
破
頭
の
竹
を
杖
と
す
。
若
し
然
ら

ず
ば
王
則
ち
罪
を
與
ふ
』
と
云
へ
り
。
之
に
依

る
に
旛
陀
羅
は
獄
卒
、
御
坊
、
屠
殺
者
等
を
総

稽
せ
る
も
の
に
し
て
、
即
ち
道
を
行
く
時
、
鈴

を
揺
り
竹
を
杖
づ
き
、
以
て
自
ら
標
せ
し
め
、

人
を
し
て
其
の
機
に
燭
れ
ざ
ら
し
め
た
る
を
見

る
べ
し
。
摩
奴
法
典
第
十
章
第
十
二
節
に
『
首

陀
羅
　
い
巳
冨
の
男
と
、
思
惑
苺
誌
饗
、
王
族

弓
ε
§
饗
、
婆
羅
門
く
言
話
の
女
と
に
依
り
て
生

ま
れ
た
る
雑
混
種
話
『
岳
，
臣
岩
冨
3
は
、
ア
ー

ヨ
：
ガ
バ
酬
岩
α
q
塁
F
　
ク
シ
ャ
ト
ラ
寄
9
寄
卯

及
び
最
下
級
の
人
間
な
る
尊
長
羅
。
9
論
旨
僧
な

り
』
と
記
す
る
を
以
て
見
る
に
、
此
の
種
は
首

陀
羅
を
父
と
し
、
婆
羅
門
を
母
と
せ
る
混
血
雑

種
な
る
を
知
る
べ
し
。
蓋
し
蜜
豆
羅
は
極
悪
卑

賎
の
種
族
と
し
て
古
書
最
も
賎
め
ら
れ
、
法
華

経
第
五
安
置
言
霊
に
『
旛
陀
羅
及
び
猪
盤
質
狗

を
畜
へ
、
敗
猿
し
漁
即
す
る
諸
の
悪
律
儀
に
親

近
せ
ず
。
是
の
如
き
人
等
、
或
る
時
來
ら
ば
則

ち
爲
に
説
法
し
て
稀
淫
す
る
言
な
し
』
と
云
ひ
、
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。
　
又
観
無
量
写
経
に
『
未
だ
曾
て
無
道
に
し
て
母

　
を
害
す
る
こ
と
あ
る
を
聞
か
ず
。
王
春
此
の
殺

　
逆
の
事
を
爲
さ
ば
刹
利
種
を
汚
さ
ん
、
臣
今
聞

　
く
に
忍
び
ず
、
帰
れ
栴
陀
羅
な
り
。
宜
し
く
此

　
に
住
せ
し
む
べ
か
ら
ず
』
と
云
へ
り
。
淘
れ
世

　
俗
の
読
に
從
へ
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
故
に
摩

　
登
伽
経
巻
上
に
は
、
婆
羅
門
、
旛
陀
羅
等
に
何

　
等
の
別
も
あ
る
べ
か
ら
ず
と
し
、
四
姓
平
等
の

　
説
を
な
せ
り
。
又
正
法
念
塵
意
匠
十
六
、
放
光

　
般
若
野
塩
十
四
詩
道
越
致
相
品
、
舎
二
三
太
子

　
二
十
八
宿
経
、
大
乗
大
集
地
色
十
輪
姦
第
四
、

　
大
乗
本
生
心
地
観
経
第
五
、
大
番
笠
沙
論
第
百

　
一
、
法
華
玄
賛
第
九
、
玄
慮
音
義
第
三
、
第
二

　
十
一
、
第
二
十
三
、
慧
琳
音
義
第
一
、
第
三
、

　
第
九
、
第
十
二
、
第
二
十
五
至
第
二
十
七
、
第

　
四
十
七
、
枳
橘
正
正
集
第
十
三
、
外
道
哲
學
等

　
に
出
づ
θ
と
あ
り
ま
す
。

　
　
ヒ
ン
ズ
ー
思
想
そ
の
も
の
の
「
栴
陀
羅
」
が
、

　
仏
教
経
典
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
中
国
仏
教
を
経

　
て
日
本
に
移
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
そ
し
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
今
日
に
至

　
る
迄
「
施
陀
羅
1
1
悪
人
1
1
稜
多
・
非
人
」
と
解

　
釈
し
被
差
別
部
落
民
衆
に
対
す
る
差
別
を
助
長
、

　
温
存
す
る
場
に
立
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」

　
の
人
間
平
等
を
説
く
そ
の
基
本
理
念
か
ら
は
、

　
階
級
的
身
分
差
別
は
是
認
で
き
ぬ
も
の
で
あ
り

　
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
け
る
仏
教
教
団
は
、

　
超
え
る
べ
き
も
の
、
否
定
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

　
た
と
こ
ろ
の
人
間
差
別
を
、
権
力
の
側
に
奉
仕

　
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
合
理
化
し
て
ま
い
り

　
ま
し
た
。

　
　
今
日
、
仏
教
の
名
に
お
い
て
、
仏
法
を
否
定

し
、
人
間
を
差
別
し
て
き
た
各
宗
派
の
体
質
を

自
ら
に
厳
し
く
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
本
会
は
、
現
実
に
お
い
て
、
差
別
を
不
当
に

合
理
化
し
て
参
り
ま
し
た
こ
と
を
厳
し
く
捉
え
、

改
め
て
各
宗
派
が
こ
の
事
実
を
確
認
の
上
、
部

落
差
別
、
職
業
差
別
等
人
権
の
問
題
に
つ
い
て

の
啓
蒙
啓
発
の
徹
底
化
を
計
る
為
、
各
宗
派
に

働
き
か
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

質
問
項
目
二

　
栴
陀
羅
悪
人
並
び
に
、
空
海
の
人
間
観
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
は
二
分
す
る
解

釈
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
真
言
各
派
の
意
見
を

総
合
し
て
見
ま
す
と
、
若
干
の
相
違
は
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
大
同
小
異
と
見
る
こ
と
が
出
来
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
三
半
羅
」
と
い
う
字
句
そ
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
今
日
的
に
は
差
別
語
で
あ
る
が
、
弘
法

大
師
の
時
代
性
、
歴
史
性
（
も
っ
と
解
明
さ
れ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
を
考
慮
し
更
に

は
、
総
体
的
に
こ
の
文
章
を
理
解
す
る
立
場
か

ら
は
、
差
別
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
「
律

令
体
制
下
に
お
け
る
賎
民
を
お
も
っ
て
の
差

別
意
識
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
僧
と
し
て
守
る
べ
き
禁
戒
を
破
り
、

差
別
感
を
も
っ
て
、
一
味
和
合
す
る
僧
伽
を
乱

す
と
い
う
よ
う
な
行
為
者
こ
そ
栴
陀
羅
悪
人
で

あ
る
と
い
う
見
方
は
、
「
生
れ
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
行
為
に
よ
る
」
と
さ
れ
た
、
釈
尊
の
カ
ー

ス
ト
観
が
、
こ
の
場
合
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
、
真
言
系
統
の
宗
教
観
で
は
、
た

と
え
ば
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う
「
人

間
本
来
清
浄
な
り
」
の
立
場
を
取
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
「
貴
賎
を
云
う
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
い

う
平
等
の
思
想
が
生
ず
る
こ
と
も
自
然
で
あ
り
、

弘
法
大
師
の
差
別
意
識
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す

る
立
場
で
あ
り
ま
す
。

　
弘
法
大
師
の
御
生
涯
の
中
で
、
万
濃
墨
の
改

修
や
、
日
本
初
と
い
わ
れ
る
民
間
学
校
「
綜
藝

種
弾
子
」
の
開
設
等
、
民
衆
の
為
に
尽
さ
れ
て

い
る
事
実
か
ら
、
弘
法
大
師
の
偉
大
さ
を
偲
ぶ

立
場
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
変
遷
し
て
行
く
長
い
歴
史

の
ヰ
で
、
経
典
や
諸
論
に
見
る
「
二
言
墨
摺
」

が
温
存
さ
れ
て
行
く
う
ち
に
、
時
代
権
力
へ
の

迎
合
や
、
あ
る
い
は
介
入
す
る
中
で
歪
め
ら
れ
、

助
長
さ
れ
差
別
意
識
構
造
の
中
に
く
り
込
ま
れ

て
行
き
ま
し
た
。

　
共
同
の
立
場
や
苦
し
み
の
共
感
に
生
き
る
こ

と
の
出
来
な
か
っ
た
現
代
に
生
き
る
言
わ
れ
の

前
に
本
来
の
宗
教
者
に
帰
る
べ
く
問
い
正
さ
れ

た
事
を
、
真
言
各
派
あ
げ
て
解
消
へ
向
っ
て
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
旋
陀
羅
」
は
、
そ
の
訳
に
「
屠
殺
者
、

不
律
義
、
悪
人
」
等
と
み
ら
れ
る
通
り
、
大
師

の
栴
陀
羅
観
は
最
下
賎
と
し
て
規
定
す
る
差
別

意
識
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
と
捉
え
る
一
部
の

教
団
も
あ
り
ま
す
。

　
本
会
は
、
深
く
今
回
の
問
を
始
め
、
多
く
の

経
典
や
論
書
に
見
る
差
別
語
の
摘
発
研
究
と
そ

の
解
消
の
為
に
全
力
を
つ
く
す
よ
う
助
言
を
重

ね
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
真
言
各
派
も
専
門
家
を
動
亡
し
、
研
究
機
関

の
充
実
を
は
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
会
内
に

も
専
門
の
研
究
と
推
進
の
部
門
を
置
い
て
、
着

実
に
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
問
項
目
三

　
現
在
、
各
宗
派
に
お
い
て
は
、
当
問
題
に
つ

い
て
鋭
意
点
検
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
目
下
の
と
こ
ろ
『
性
霊
集
』
、
『
仏
説
観
無

量
寿
経
』
及
び
『
法
華
経
』
に
、
「
栴
陀
羅
」
の

語
が
見
え
、
そ
の
他
の
経
典
並
び
に
宗
祖
の
言

葉
の
中
に
も
散
見
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
第
一
、
第
二
の
質
問
へ
の
回
答
の
中
で
ふ
れ

て
お
り
ま
す
通
り
、
今
後
各
宗
派
内
で
こ
れ
ら

問
題
と
な
っ
て
い
る
全
て
の
経
典
及
び
宗
祖
の

言
葉
等
に
つ
い
で
、
各
宗
派
の
専
門
機
関
で
検

討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
全
日
本
仏
教
会
に
も

こ
れ
ら
各
宗
派
の
検
討
機
関
か
ら
の
報
告
を
う

け
て
、
さ
ら
に
宗
派
を
超
え
た
研
究
機
関
、
研

究
体
制
を
作
っ
て
討
議
を
重
ね
て
行
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

＝＝
目
凹
＝

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

総
本
山
智
積
院
法
務
所

管
長
・
化
主

宗
務
総
長
・
寺
務
長

総
務
部
長
・
執
事

教
学
部
長
・
執
事

教
化
部
長
・
執
事

法
務
部
長
・
執
事

財
務
部
長
・
執
事

出
張
所
長
・
別
院
執
事

●
小
峰
細
砂

高
野
一
能

石
川
良
泰

小
峰
一
気

上
野
照
法

佐
藤
良
盛

岡
本
五
畜

花
木
義
光
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第
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
大
会
）

が
、
去
る
八
月
一
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
「
世
界

の
文
化
と
平
和
へ
の
仏
教
の
貢
献
」
を
テ
ー
マ

に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
コ
ロ
ン
ボ
の
バ
ン
ダ
ラ
ナ

イ
ケ
国
際
会
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
世
界
二
十
ニ
ケ
国
の
加
盟
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

賑
や
か
に
参
集
す
る
な
か
で
、
日
本
か
ら
は
、

大
会
来
賓
と
し
て
全
仏
会
長
・
浄
土
門
主
の
藤

井
實
慮
硯
下
、
首
席
代
表
と
し
て
全
仏
常
務
理

事
の
鱒
渕
正
浩
師
、
正
式
代
表
と
し
て
矢
荻
信

顕
全
仏
事
務
総
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
川

井
匡
俊
全
仏
事
務
次
長
、
井
上
日
宏
下
墨
国
際

文
化
局
長
、
石
川
恒
彦
全
日
国
際
専
門
委
員
、

又
、
W
F
B
本
部
執
行
委
員
と
し
て
田
代
全
仏

国
際
部
長
、
さ
ら
に
小
峰
国
際
主
事
が
参
加
し

た
。

盛
大
な
世
界
仏
教
徒
会
心
の
開
会
式

ス
リ
ラ
ン
カ
で
開
く

　
W
F
B
大
会
は
、
二
年
お
き
に
開
か
れ
る
が
、

一
九
八
三
年
に
は
開
催
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
事
情
で
開
催
さ
れ
る
に
い
た
ら
ず
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
今
大
会
が
、
タ
イ
に
て
開
か
れ
た
前

大
会
に
続
き
四
年
ぶ
り
の
、
第
十
四
回
大
会
と
な

っ
た
。

　
大
会
は
、
僧
俗
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
柄
の

装
い
で
、
再
会
を
喜
び
あ
う
和
や
か
な
雰
囲
気

の
う
ち
に
開
会
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
W
F

B
ス
リ
ラ
ン
カ
セ
ン
タ
ー
と
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府

文
化
省
の
共
催
で
あ
り
、
開
会
式
に
は
ス
リ
ラ

ン
カ
国
大
統
領
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
デ
ネ
閣
下
、
文
化

大
臣
で
あ
る
フ
ル
ー
レ
閣
下
が
ご
臨
席
さ
れ
、

各
国
代
表
団
へ
の
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
た
。

　
三
日
に
は
全
体
会
議
が
開
か
れ
、
こ
こ
に
お

い
て
藤
井
全
仏
会
長
は
、
こ
の
大
会
に
む
け
て

の
ご
挨
拶
を
な
さ
れ
、
続
い
て
中
曽
根
内
閣
総

理
大
臣
よ
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
小
峰
主
事
に
よ

り
代
読
さ
れ
た
。
又
、
全
仏
に
よ
り
集
め
ら
れ

た
難
民
救
援
金
四
百
ド
ル
が
鱒
渕
首
席
代
表
よ

り
W
F
B
本
部
へ
献
呈
さ
れ
た
。

　
藤
井
全
仏
会
長
は
、
同
日
午
後
に
は
、
代
表

団
一
行
を
と
も
な
い
、
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
デ
ネ
大
統

領
閣
下
と
会
見
な
さ
れ
る
な
ど
、
八
十
六
歳
と

い
う
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
変
お
元
気
に

ス
リ
ラ
ン
カ
国
内
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
全
て
こ

な
さ
れ
、
四
日
の
朝
、
川
井
全
仏
事
務
次
長
、

国
友
浄
土
宗
公
室
長
、
長
谷
尾
知
恩
院
内
侍
長

を
と
も
な
い
帰
国
の
途
に
つ
か
れ
た
。

藤
井
全
仏
会
長
ら
出
席

　
会
議
は
六
日
間
に
わ
た
り
、
各
国
代
表
団
に

よ
り
熱
心
な
討
議
を
も
っ
て
続
け
ら
れ
、
役
貝

の
改
選
、
提
出
議
題
・
大
会
宣
言
の
採
択
な
ど
、

予
定
を
滞
り
な
く
消
化
し
た
。

　
七
日
の
閉
会
式
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
首
相

プ
レ
マ
ダ
ー
サ
閣
下
が
ご
臨
席
に
な
り
、
式
後

に
は
、
各
国
代
表
者
を
首
相
公
式
官
邸
に
お
け

る
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待
さ
れ
、
民
族
舞

踊
の
披
露
さ
れ
る
な
か
、
　
一
人
ひ
と
り
と
こ
懇

談
に
な
ら
れ
た
。

　
八
日
の
朝
、
各
国
代
表
団
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ

に
お
け
る
一
大
仏
教
行
事
で
あ
る
「
ペ
ラ
ヘ
ラ

祭
り
」
を
見
学
す
る
た
め
、
W
F
B
ス
リ
ラ
ン

カ
セ
ン
タ
ー
に
て
用
意
し
た
数
台
の
バ
ス
に
乗

り
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
へ
と
旅
立
っ
た
。

　
　
　
　
　
B
5
【
圏
」
【
7

　
一
九
五
〇
年
に
W
F
B
本
部
が
設
立
さ
れ
、

第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
が
こ
の
ス
リ
ラ

ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
で
あ
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
W

F
B
の
創
始
国
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
一
九
七

二
年
の
第
十
回
大
会
に
お
い
て
も
開
催
国
と
な

っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
に
と
っ
て
、
今
大
会
は
十
二

年
ぶ
り
通
算
三
回
目
の
大
会
で
あ
る
。

　
総
じ
て
、
前
回
の
タ
イ
同
様
、
ス
リ
ラ
ン
カ

政
府
の
世
界
仏
教
徒
連
盟
に
対
す
る
熱
意
が
強

く
感
じ
ら
れ
る
大
会
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
書
面
を
も
っ
て
、
こ
の
た
び
の
大
会
開

催
の
た
め
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
エ

デ
ィ
リ
シ
ン
ゲ
W
F
B
ス
リ
ラ
ン
カ
セ
ン
タ
ー

会
長
ほ
か
、
大
会
関
係
各
位
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
来
る
第
十
五
回
大
会
は
、
一
九
八
六
年
の
十

一
月
に
ネ
パ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
な
お
、
第
十
四
回
大
会
の
大
会
宣
言
、

採
択
さ
れ
た
案
件
、
決
議
事
項
等
に
つ
い
て
は

次
号
に
て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

第

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
初
の
京
都
開
催

第
十
七
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
左
記

の
通
り
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
　
「
い
の
ち
の
尊
さ
を
教
え
る

　
　
　
　
　
　
に
は
」
一
仏
教
の
教
育
二
一

　
日
　
　
時
　
十
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前

　
　
　
　
　
　
＋
時
～
午
後
四
時

　
会
　
　
場
　
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル

・
基
調
講
演
　
中
村
　
元
（
東
方
学
院
長
）

パ
ネ
ラ
ー

総
合
司
会

水
谷
幸
正
（
仏
教
大
学
長
）

奈
良
康
明
（
駒
沢
大
副
学
長
）

佐
伯
真
光
（
相
模
工
大
教
授
）

花
山
勝
友
（
武
蔵
野
女
子
大

教
授
）

石
上
善
応
（
大
正
大
教
授
）

武
藤
義
一

（
埼
玉
工
大
学
長
）

一4一
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あ
る
同
和
研
修
会
に
参
加
し
た
時
、
次
の

よ
う
な
差
別
事
件
を
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
某
有
名
大
学
の
社
会
学
の
教
授
は
、
近

代
社
会
史
を
取
上
げ
、
部
落
問
題
を
話
し
部

落
の
起
源
を
語
り
、
そ
の
歴
史
を
講
ず
る
毎

日
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
教
授
の
お
嬢
さ
ん
が
、
あ
る
青
年
と

恋
愛
を
な
し
、
相
手
の
青
年
は
被
差
別
部
落

の
青
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
を

知
っ
た
教
授
は
、
何
と
も
い
わ
れ
な
き
悲
し

　　　　　　　　　　　　●　o　・　●　　　　　　　　　　　●　・　●　●　　　　　　　　　　●　●　●　●　　　　　　　　o　o　●　o　　　　　　　●　●　o　●　　　　　●　o　●　●　　　　●　●　●　●　　　●　o　●　■　o　■　■　●
・　●　●　●・

某
教
授
一
人
の
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。
我
々

宗
教
者
と
名
乗
っ
て
い
る
者
も
、
口
を
開
け

ば
「
一
切
衆
生
、
悉
有
仏
性
」
と
解
き
「
平

等
施
一
切
」
と
説
き
な
が
ら
、
続
．
々
と
惹
起

す
る
我
々
宗
教
者
間
の
差
別
事
件
と
ど
う
異

な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
宗
一
派
の
こ
と
を
言
っ
て
は
ど
う
か
と

思
う
が
、
親
鶯
聖
人
の
著
『
教
行
信
証
』
信

の
巻
の
中
に
「
行
者
当
に
知
る
べ
し
、
も
し

解
を
学
ば
ん
と
欲
わ
ば
、
凡
よ
り
聖
に
至
る

し
て
頭
で
学
ぼ
う
と
す
る
態
度
で
あ
り
、
行

学
と
は
、
ま
さ
し
く
我
が
身
に
受
け
、
わ
が

身
に
行
じ
よ
う
と
学
ぶ
態
度
・
姿
勢
を
示
す

の
で
あ
ろ
う
。

　
今
日
、
同
和
研
修
・
同
和
学
習
は
、
各
教

団
に
お
い
て
充
分
実
施
さ
れ
、
あ
る
意
味
で

は
不
足
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
が
、
し

か
し
、
依
然
と
し
て
前
述
し
た
例
の
よ
う
な

こ
と
が
後
を
た
た
ず
、
又
、
こ
れ
に
類
似
し

た
こ
と
が
各
教
団
に
次
々
と
起
っ
て
く
る
こ

1
1
同
和
問
題
に
お
け
る
研
修
と
は
1
1

梨
　
谷
　
哲
　
栄

（金

@
大
谷
派
）
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さ
と
残
念
さ
と
で
苦
悩
す
る
日
々
が
続
き
、

遂
に
は
結
婚
に
反
対
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

残
念
な
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
話
は
、

差
別
事
例
と
し
て
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。　
こ
の
話
に
は
、
種
々
な
問
題
が
含
ま
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
番
注
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
教
授
に
と
っ
て
講
義
の

中
で
の
部
落
問
題
・
同
和
問
題
と
は
一
体
何

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
は
何
も

ま
で
、
乃
至
仏
果
ま
で
、
一
切
碍
な
し
、
み

な
学
ぶ
こ
と
を
得
る
と
な
り
。
も
し
行
を
学

ば
ん
と
欲
わ
ば
必
ず
有
縁
の
法
に
籍
れ
、
少

し
き
功
労
を
用
い
る
に
多
く
益
を
得
れ
ば
な

り
」
と
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
散
善
義
』
を

引
用
さ
れ
「
解
学
」
と
「
行
学
」
と
い
う
問

題
を
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
私
は
、
こ
こ
に
同
和
問
題
の
研
修
の
課
題

を
提
起
し
た
い
。

　
解
学
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
知
識
と

と
は
、
我
々
に
何
を
問
い
か
け
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
聖
人
の
解
学
で
示
さ
れ
て
い
る

ご
と
く
、
人
間
の
智
的
理
解
の
み
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
下
さ
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
現
代
の
我
々
の
生
き
方
は
、
や
や
も
す
る

と
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
つ
め
こ
ん
だ
自
分
を

中
心
に
立
て
て
、
そ
の
自
分
の
前
に
人
を
見
、

社
会
を
見
、
そ
し
て
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の

立
場
・
自
分
の
都
合
か
ら
自
分
の
磨
り
に
あ

る
そ
れ
ら
の
も
の
と
、
い
か
に
う
ま
く
折
り

合
い
を
つ
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
い
か
に
利

用
し
、
そ
し
て
い
か
に
そ
れ
ら
を
手
段
と
し

て
自
分
を
伸
ば
し
、
拡
大
し
て
い
く
か
と
い

う
ふ
う
に
し
か
発
想
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
に
我
々
は
、
同
和
問
題
を
（
解
学
）

学
ぶ
の
で
な
く
、
同
和
問
題
に
（
行
学
）
学

ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

現
状
の
中
に
居
坐
り
、
眠
り
こ
も
う
と
し
、

又
、
差
別
を
温
存
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ

る
我
々
は
、
差
別
の
現
実
か
ら
「
同
和
問
題
」

の
事
実
に
ふ
れ
な
い
か
ぎ
り
凸
観
念
の
山
に

ふ
み
こ
ん
で
い
く
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
え
ぬ
こ

と
で
あ
ろ
う
。

本
誌
の
転
載
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
文
化
部
ま
で
連
絡
を

　
最
近
、
加
盟
団
体
の
機
関
紙
誌
等
に
、
本
誌

の
記
事
が
転
載
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
「
法
律
相
談
室
」
等
、
税
務
に
関
す

る
記
事
の
転
載
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
本
誌
を

転
載
す
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

①
全
仏
文
化
部
ま
で
、
転
載
す
る
旨
、
ご
連

絡
下
さ
い
。

②
筆
者
の
了
解
を
求
め
て
下
さ
い
。

③
転
載
さ
れ
ま
し
た
記
事
に
つ
い
て
は
、
各

紙
誌
に
そ
の
旨
、
明
記
下
さ
い
。

④
転
載
紙
誌
を
、
三
富
文
化
部
宛
に
お
寄
せ

下
さ
い
。
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寺
の
玄
関

　
寺
の
玄
関
に
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

訪
れ
る
。
隣
接
し
て
墓
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
彼
岸
や
お
盆
な
ど
に
は
、
特
に
人
の
出

入
り
が
は
げ
し
い
。
と
き
に
は
、
　
「
仕
事
に

あ
ぶ
れ
た
か
ら
、
電
車
賃
を
貸
し
て
く
れ
」

と
い
う
の
ま
で
▼
「
こ
ん
ち
わ
」
と
い
う
声

に
出
て
み
る
と
、
得
体
の
わ
か
ら
ぬ
人
物
が

　
　
　
　
　
立
っ
て
い
る
。
参
詣
者
な
の
か
、

タ
リ
と
座
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
カ
ー
ト
が
短
か
け
れ
ば
、

む
き
出
し
に
な
る
▼
こ
の
た
め
、

て
は
、
玄
関
を
入
っ
た
と
こ
ろ
の
壁
に
窓
を

設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
来
て
い
る
が
、

ど
う
も
病
院
の
窓
口
の
よ
う
な
造
り
の
と
こ

ろ
が
多
い
。
立
っ
た
ま
ま
話
を
す
る
わ
け
だ
。

だ
か
ら
、
訪
れ
る
人
が
檀
信
徒
の
場
合
に
は
、

く
つ
ろ
ぎ
が
得
ら
れ
な
い
。
事
務
所
の
よ
う

セ
ー
ル
ス
マ
ン
な
の
か
、
物
も

ら
い
な
の
か
、
と
っ
さ
の
判
断

が
む
ず
か
し
い
。
だ
か
ら
、
立

っ
た
ま
ま
で
応
塾
す
る
か
、
一

応
坐
っ
て
様
子
を
み
る
か
、
一

瞬
戸
惑
う
こ
と
は
、
寺
を
護
る

婦
人
の
だ
れ
も
が
経
験
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
▼
顔
見
知
り
の

相
手
の
場
合
は
、
時
に
は
「
ま

あ
お
掛
け
下
さ
い
」
と
声
の
一

つ
も
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。
が
、

こ
れ
が
大
抵
、
相
手
は
身
体
を

ひ
ね
り
、
自
分
の
方
は
床
に
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
方
の

　
　
　
　
　
　
ひ
ざ
が
し
ら
が

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
に
よ
つ

な
感
じ
が
す
る
の
だ
▼
本
堂
を
椅
子
席
に
し

た
り
す
る
割
に
は
、
概
し
て
寺
の
玄
関
の
構

造
は
、
古
来
あ
ま
り
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
来

な
か
っ
た
。
設
計
者
に
任
せ
て
お
く
と
、
権

威
格
式
を
表
わ
そ
う
と
す
る
▼
こ
う
い
う
時

勢
で
あ
る
か
ら
、
少
い
人
貝
で
広
い
伽
藍
を

守
る
寺
院
と
し
て
は
、
防
衛
と
安
全
を
心
掛

け
な
が
ら
同
時
に
、
温
か
い
接
待
を
す
る
と

い
う
、
矛
盾
し
た
要
件
解
決
を
玄
関
の
構
造

に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
そ
こ
は
、

機
能
的
で
あ
っ
て
、
寺
院
ら
し
い
落
ち
着
き

も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
が
、
そ
れ
を
建
築

の
専
門
家
に
任
せ
っ
ぱ
な
し
に
す
る
こ
と
は
、

無
理
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
寺
院
の
住
職
や

そ
の
家
族
は
、
建
築
に
つ
い
て
は
素
人
だ
け

れ
ど
も
、
外
来
者
の
応
待
に
つ
い
て
は
”
専

門
家
”
な
の
だ
▼
だ
か
ら
、
使
い
勝
手
を
あ

ら
ゆ
る
面
か
ら
考
え
て
、
建
築
の
専
門
家
に

ど
ん
ど
ん
希
望
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
い
う
場
合
に
は
ど
う
か
、
あ
あ
い
う
場
合

に
は
ど
う
か
。
椅
子
の
高
さ
は
。
形
は
。
カ

ウ
ン
タ
ー
式
に
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
高
さ

は
…
…
そ
れ
を
設
計
者
の
感
覚
で
図
面
に
し

て
も
ら
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
▼
玄
妙
な
世
界

に
入
る
関
所
1
こ
れ
か
ら
の
寺
の
玄
関
の

構
造
は
、
寺
院
運
営
に
つ
い
て
の
住
職
の
姿

勢
を
表
現
す
る
も
の
と
な
る
に
違
い
な
い
、

と
思
う
の
だ
が
…
。

（
文
化
専
門
委
員
　
寿
山
良
知
）

『
密
教
と
は
な
に
か
1
宇
宙
と
人
間
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
長
有
慶
著

　
　
　
　
　
　
（
人
文
書
院
・
一
五
〇
〇
円
）

『
思
へ
ば
こ
の
世
は
仮
の
宿
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
重
暁
子
著

　
　
　
　
　
　
　
（
講
談
社
・
一
〇
〇
〇
円
）

『
三
蔵
法
師
イ
ン
ド
を
行
く
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
篤
著

　
　
　
　
　
　
（
筑
摩
書
房
・
一
二
〇
〇
円
）

『
中
世
を
生
き
る
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
孝
次
著

　
　
　
　
　
　
　
（
講
談
社
・
＝
二
〇
〇
円
）

『
道
教
と
日
本
文
化
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
永
光
司
著

　
　
　
　
　
　
（
人
文
書
院
・
一
八
票
差
円
）

『
現
代
の
生
と
死
』
〈
『
か
ら
だ
の
科
学
』
臨
時

　
　
　
　
　
　
　
　
増
刊
号
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
建
太
郎
著

　
　
　
　
　
（
日
本
評
論
社
・
一
七
〇
〇
円
）

『
現
代
世
界
の
危
機
と
未
来
へ
の
展
望
』

『
現
弐
文
明
の
危
機
と
時
代
の
精
神
』

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店
編
集
部
編

　
　
　
　
　
　
（
岩
波
書
店
・
一
六
〇
〇
円
）

『
現
代
を
病
む
こ
こ
ろ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荻
野
恒
一
著

　
　
　
　
　
　
　
（
有
斐
閣
・
一
四
〇
〇
円
）

『
自
己
愛
人
間
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
比
木
啓
吾
著

　
　
　
　
　
（
朝
日
出
版
社
・
一
二
〇
〇
円
）

『
イ
ン
ド
留
学
僧
の
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
坂
宥
洪
著

　
　
　
　
　
　
（
人
文
書
院
・
一
四
〇
〇
円
）

『
仏
像
の
印
相
を
た
ず
ね
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
正
美
著

　
　
　
　
　
　
（
文
進
堂
・
四
七
〇
〇
〇
円
）

『
え
っ
、
こ
れ
が
仏
教
語
？
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
田
正
道
著

　
　
　
　
　
（
浄
土
宗
出
版
室
・
三
〇
〇
円
）

『
仏
教
の
生
活
法
話
集
』
（
全
四
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
忠
行
編

　
　
　
　
　
（
中
山
書
房
・
一
〇
〇
〇
〇
円
）

『
わ
が
家
の
宗
教
』

　
　
①
浄
土
真
宗
　
　
　
　
　
花
山
勝
友
著

　
　
②
曹
洞
宗
　
　
　
　
　
東
　
隆
真
著

　
　
③
浄
土
宗
　
　
　
　
　
若
林
隆
光
著

　
　
④
日
蓮
宗
　
渡
辺
宝
陽
・
庵
谷
行
享
著

　
　
⑤
臨
済
宗
　
　
　
　
　
　
松
原
泰
道
著

　
　
　
　
　
　
（
大
法
輪
閣
・
各
九
八
○
円
）

『
仏
教
故
事
名
言
辞
典
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
隆
仙
著

　
　
　
　
（
新
人
物
言
来
社
・
六
八
○
○
円
）

　
今
回
図
書
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

は
、
以
下
の
専
門
委
員
で
す
。
　
（
順
不
同
・
敬

称
略
）

　
若
林
隆
光
、
夏
草
正
道
、
寿
山
良
知
、
中
野

東
禅
、
島
田
喜
久
子
、
阿
純
孝
、
原
弘
隆
、
榊

原
帰
逸
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同
宗
連
の
同
和
研
修
会
ひ
ら
く

　　

@　

@　

@　

@
長
野
善
光
寺
で
八
十
数
名
が
参
加

　
同
宗
連
で
は
、
去
る
七
月
二
十
四
、
二
十
五

の
両
日
、
長
野
県
善
光
寺
大
本
願
「
寿
光
殿
」

に
於
い
て
第
六
回
同
和
研
修
会
を
実
施
し
た
。

仏
教
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
八
十
数
名
の

出
席
が
あ
っ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
同
宗
連
花
邑
晃
慧
議
長
か

ら
、
同
和
問
題
は
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
同
時

に
教
団
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
旨
の
挨
拶
、
次

い
で
善
光
寺
大
本
願
執
事
か
ら
研
修
会
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
、
内
山
一
雄
天
理
大
学
教
授
の
「
表

現
と
差
別
」
と
い
う
題
の
講
義
に
入
っ
た
。

　
二
時
間
半
の
話
の
中
で
、
先
生
は
、
い
わ
ゆ

る
「
差
別
語
」
を
使
わ
な
く
て
は
差
別
告
発
が

で
き
な
い
、
と
い
う
井
上
靖
の
言
葉
を
逆
説
的

講
義
す
る
内
山
一
雄
天
理
大
教
授

と
こ
と
わ
り
な
が
ら
引
用
し
、
「
差
別
語
」
を

使
う
の
は
必
ず
し
も
差
別
で
は
な
く
、
「
差
別

語
」
を
使
わ
な
く
て
も
使
い
方
で
差
別
と
な
る

の
で
あ
っ
て
、
単
に
言
葉
を
言
い
替
え
て
す
む

と
い
う
考
え
方
自
体
が
相
手
を
侮
辱
し
た
も
の

で
あ
る
、
と
強
調
さ
れ
、
「
差
別
語
」
を
無
自

覚
に
否
定
し
、
な
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
「
差
別
語
」
を
生
み
出
し
た
現
実
や
本
質
的

な
問
題
を
、
社
会
に
訴
え
て
い
く
べ
き
だ
と
ま

と
め
ら
れ
た
。

　
質
疑
応
答
の
あ
と
夕
食
と
な
り
、
食
後
四
班

に
分
か
れ
、
「
教
団
の
出
版
物
に
み
る
過
去
の

差
別
的
記
述
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
」
と
い
う
統

一
の
テ
ー
マ
で
分
散
会
が
も
た
れ
た
。
各
氏
そ

れ
ぞ
れ
の
講
師
に
よ
り
、
種
々
の
差
別
の
実
例

が
報
告
さ
れ
、
意
見
の
交
換
が
あ
っ
た
。

　
翌
日
、
季
平
博
道
師
が
司
会
、
花
邑
議
長
、

黒
山
秀
行
師
、
橘
了
法
師
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

な
っ
て
、
分
散
会
の
報
告
そ
し
て
全
体
討
議
が

行
な
わ
れ
た
。
『
性
霊
集
』
の
問
題
に
議
論
が

集
中
す
る
な
か
で
、
参
加
者
の
一
人
か
ら
天
皇

制
と
の
問
題
を
ぬ
き
に
し
て
語
れ
な
い
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
た
。
各
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ま
と

め
の
意
見
が
あ
り
、
次
に
、
解
放
同
盟
中
央
本
部

の
坂
本
氏
が
、
全
体
討
議
の
内
容
に
ふ
れ
な
が

ら
、
長
野
県
に
お
け
る
同
和
問
題
の
と
り
く
み

に
つ
い
て
一
時
間
講
演
し
た
。
最
後
に
、
副
議

長
教
団
の
小
坂
正
一
師
か
ら
こ
れ
は
一
人
ひ
と

り
の
問
題
で
あ
る
と
の
確
認
の
挨
拶
が
あ
り
、

こ
の
た
び
の
研
修
を
閉
会
し
た
。

第
三
、
四
回
同
和
委
員
会

　
第
三
回
同
和
委
員
会
は
、
六
月
二
十
八
日
、

真
宗
大
谷
派
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
部

落
解
放
同
盟
よ
り
の
緊
急
質
問
状
に
つ
い
て
審

議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
質
管
状
は
「
烈
婦
羅
」

に
つ
い
て
の
明
解
な
解
釈
を
、
『
性
霊
集
』
の

．
「
栴
陀
羅
悪
人
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
等
、
三
項
目
よ
り
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
審
議
の
結
果
、
誠
意
あ
る
回
答
を
す
る
た
め

に
も
六
月
末
日
の
回
答
期
限
を
七
月
末
日
迄
猶

予
願
い
た
い
旨
申
し
入
れ
る
こ
と
、
ま
た
加
盟

宗
派
の
見
解
を
早
急
に
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
四
回
同
和
委
貝
会
は
、
七
月
十
七
日
、
明

照
会
館
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
前
回
に

続
き
、
緊
急
質
問
状
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ

た
。
加
盟
宗
派
よ
り
よ
せ
ら
れ
た
回
答
に
は
、

重
大
な
る
問
題
で
あ
り
、
研
究
機
関
な
ど
で
宗

祖
の
言
葉
や
経
典
の
見
直
し
を
含
め
、
更
に
検

討
を
重
ね
た
い
と
の
意
見
が
多
く
、
全
島
に
も

検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
等
、
活
発
な
る
討
議
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
緊
急
質
問
状
に
つ
い
て
審
議
す
る
七
月
二

十
日
開
催
の
理
事
会
に
は
、
同
和
委
員
会
よ
り
、

委
員
長
、
副
委
員
長
に
出
席
願
う
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。全
日
仏
大
会
を
審
議

　
第
三
回
組
織
専
門
委
員
会
は
、
六
月
二
十
五

日
午
前
十
一
時
よ
り
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。
花
木
師
よ
り
一
身
上
の
都
合
で
委
貝

長
の
職
を
辞
退
し
た
い
旨
の
報
告
が
あ
り
、
後

任
に
河
野
師
を
選
出
し
、
議
題
に
入
っ
た
。

　
本
年
第
三
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
大
会
は
、

浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
の
和
順
会
館
を
お
借

り
し
て
、
十
月
二
十
五
日
に
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
大
会
幹
事
会
で
内
容
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。
又
、
午
後
二
時
よ
り
大
会
幹
事
会
が

開
催
さ
れ
た
。
幹
事
に
は
組
織
専
門
委
員
十
三

名
と
、
国
際
・
文
化
両
専
門
委
貝
会
の
中
か
ら

六
名
が
推
薦
さ
れ
た
。

　
大
会
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
昨
年
と
同
様
の
、

”
釈
尊
の
教
え
を
現
代
に
生
か
そ
う
”
又
、
サ

ブ
テ
ー
マ
は
”
全
一
仏
教
運
動
の
今
日
的
問
題
”

と
し
、
第
一
部
会
は
「
教
育
問
題
」
、
第
二
部

会
は
「
人
権
問
題
」
、
第
三
部
会
は
「
寺
院
運

営
問
題
」
と
し
、
内
容
に
関
し
て
は
今
後
会
議

を
重
ね
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

税
務
委
員
会
開
か
れ
る

　
八
月
差
十
二
日
、
明
照
会
館
に
お
い
て
本
年

度
第
三
回
の
税
務
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
矢
萩

総
長
の
挨
拶
の
の
ち
、
細
川
委
員
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
事
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　
先
ず
七
月
五
日
自
由
民
主
党
に
①
公
益
法
人

の
営
む
収
益
事
業
の
範
囲
の
拡
大
②
公
益
法
人

本
来
の
事
業
に
よ
る
収
益
の
金
融
資
産
収
入
に

対
す
る
課
税
の
検
討
③
公
益
法
人
の
営
む
収
益

事
業
に
対
す
る
法
人
税
率
の
引
き
上
げ
に
反
対

す
る
要
望
書
の
提
出
の
報
告
並
展
望
が
な
さ
れ

た
。
次
に
宗
教
政
治
研
究
会
と
の
二
度
の
会
合

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
今
後
も
交
流
を
継
続
す

る
こ
と
に
し
た
。
次
回
に
は
「
公
益
法
人
に
お

け
る
宗
教
法
人
の
位
置
」
や
「
宗
教
法
人
に
お

け
る
公
私
の
区
別
」
の
問
題
を
扱
う
。

な
お
、
来
る
十
月
三
十
日
、
日
本
宗
教
連
盟
が
「
宗

教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る
が
、

多
方
面
へ
の
参
加
呼
び
か
け
を
決
議
し
た
。
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1
…
饗
　
図
書

第

10

獅
Q
5
日
㈱

　　●　■9

’▼
於
・
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
「
和
順
会
館
」

四
回
　
慰

10

獅
P
2
日
㈹
1
3
日
出

臨
F
，
色
【
「
匹
「
，
臨
「
」
膠
E
魯
【
■
7
L
「
膨
」
「
監
匹
「
，
』
7
b

於
・
大
本
山
永
平
寺
（
福
井
県
）

文
化
主
事

…
局
内
人

　
　
長
谷
川
義
彰

事
…
7
・
2
0
　
新
任

　
多
川
　
乗
俊
師

　
七
月
十
六
日
、
七
十
九
歳
で
遷
化
。

管
長
。
奈
良
・
興
福
寺
貫
主
。

　
滝
　
照
道
師
（
全
仏
元
国
際
部
長
）

　
七
月
三
十
日
、
七
十
三
歳
で
遷
化
。

学
院
大
教
授
。

蓑
募
Ψ
務
｛
局
解
録
豊
洲

五
日

＋
七
日

　
十
九
日

　
二
＋
日

二
＋
一
日

二
＋
三
日

法
相
宗

元
中
央

　
　
◇
七
月
◇

自
民
党
と
の
懇
談
会

都
民
お
盆
ま
つ
り
出
席

徳
島
県
仏
と
の
懇
談
会

同
和
委
員
会

同
宗
連
懇
談
会
出
席

理
事
会

真
言
各
山
会
同
仁
丹
貝
会
出
席

文
化
会
議
運
営
皿
貝
会

」
「
」
7
L
「
陰
山
「
」
7
」
『
△
7
監
「
臨
7
監
「
墜
膨
翫
「
慶
監
「
｝
匹
「
臥
7
冨
5
襲
「
，
」
「
」
7
」
「
膨
彦

　
二
十
四
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
日
宗
連
理
事
会

　
二
十
五
日
　
宗
政
研
と
の
懇
談
会

　
二
十
五
～
六
日
　
同
宗
連
研
修
会
参
加

　
二
十
六
日
　
包
管
研
（
京
都
）

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

　
二
十
七
日
　
全
一
大
会
幹
事
会

　
　
三
十
日
～
　
第
十
四
回
W
F
B
大
会

　
三
十
一
日
　
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
◇
八
月
◇

　
　
　
六
～
七
日
　
同
和
特
別
委
員
会

　
　
　
八
日
　
常
務
理
事
会

　
　
　
九
日
　
日
宗
連
税
制
委
貝
会

　
　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

　
　
十
七
日
　
局
内
会
議

　
　
二
十
日
　
ル
ン
ビ
ニ
i
総
務
部
会

　
　
二
十
日
～
　
第
四
回
W
C
R
P
出
発

　
二
十
二
日
　
税
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
出
席

　
二
十
七
日
　
全
仏
大
会
幹
事
会

　
　
三
十
日
　
機
構
検
討
委
員
会

　
三
十
一
日
　
日
宗
連
税
制
委
直
会

昌一
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回
繁
栄
の
中
の
煩
悩
地
獄
　
　
斎
藤
茂
男

　
　
　
　
－
社
会
部
記
者
の
取
材
記
か
ら
1

回
父
・
吉
野
秀
雄
の
晩
年
　
　
士
、
野
壮
児

－
近
代
人
の
”
毒
”
を
知
っ
た
歌
人
の
生
死
と
「
歎
異
抄
」

回
煩
悩
の
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て
松
林
宗
恵

　
－
映
画
監
督
三
十
年
、
虚
実
の
中
に
生
き
た
自
分
史

●
フ
ォ
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー

念
仏
流
転

親
鷺
の
生
涯
を
た
ど
る

●
親
鴛
と
法
然
－
人
間
と
し
て
の
出
会
い
山
折
哲
雄

●
親
鶯
を
愛
し
た
妻
と
娘
　
　
　
　
篭
谷
真
知
子

●
親
旧
の
こ
と
ば
　
　
　
　
桐
渓
順
忍
／
広
瀬
呆

．
唐
招
提
寺
　
建
を
め
ぐ
る
鑑
真
の

　
　
ナ
ゾ
を
推
理
す
る
　
梅
原
猛
鴨
上
原
和

●
対
談
「
死
を
想
え
」
　
　
　
藤
原
新
也
鴨
ひ
ろ
さ
ち
ゃ

●
連
載
第
四
回
仏
陀
　
　
．
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

●
作
品
ス
ト
ー
リ
ー
「
極
道
人
生
」
　
　
　
棟
方
志
功

撮
影
五
年
、
真
言
密
教
の
修
法
と
秘
宝
を
初
公
開
〃

弘
法
大
師
御
入
定
一
一
五
〇
年
、
御
遠
忌
大
法
会
完
全
特
撮
〃

・
　
　
≡
騨
三
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松
長
有
慶

　
　
（
高
野
山
大
学
学
，
長
）

　
説
新
来
　
重

解
（
大
谷
大
学
名
誉
教
授
）

〈
日
野
西
眞
定

　
（
高
野
山
大
学
助
教
授
）

●
収
載
写
真
数
約
二
五
〇
点

御
廟
、
高
野
山
奥
之
院
／
御
遠

忌
大
法
会
／
神
護
寺
（
灌
頂
壇
）

／
東
寺
（
後
七
日
御
修
法
）
／
金

剛
峯
寺
（
大
師
の
遺
品
・
秘
宝
）

／
求
主
持
法
／
護
摩
／
阿
字
観

／
得
度
／
授
戒
／
他
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判
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